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女性研究者研究活動支援事業（一般型）
文部科学省 科学技術人材育成費補助事業
平成 25 年度 ― 27 年度
活 動 報 告 書
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　本学では平成 17 年においては女性教員数は約 180 名強の教員数に対して 2名であり、平
成 24 年 5 月においても国立大学協会の統計データによると、本学の女性教員の割合は全国
86 の国立大学のなかで最下位の 2.7％（5名）でありました。単科の工業大学であることを
考慮しても小さな数字でした。また、女子学生の割合に関しても、本学入学生に占める女子





て来た結果、国立大学協会の平成 26 年度の調査報告書（H26.5.1 現在）で、5.3％（10 名）
まで増加しており、他大学でも女性教員の割合は増えつつあるところですが、この時点で本
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M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
国立大学法人室蘭工業大学における
次世代育成支援のための事業主行動計画
 平成 23 年 5 月 25 日学長伺定　　
１．趣旨







































（１）１ 週（日曜日から土曜日までの 7日をいう。以下同じ。）のうち 5日間において、１日につ
き 3時間 55 分勤務すること。
（2）１週のうち 5日間において、１日につき 4時間 55 分勤務すること。
（3）１週のうち 5日間において、１日につき 5時間 45 分勤務すること。
（4）１週のうち 3日間において、１日につき 7時間 45 分勤務すること。
（5）１ 週のうち 3日間において、2日については １日につき 7時間 45 分、１日については １日に
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室蘭工業大学男女共同参画推進室規則
 平成 22 年 １0 月 5 日　　









































１　この規則は、平成 22 年 １0 月 5 日から施行する。
　 （室員の任期の特例）
2 　この規則施行後、最初の室員の任期は、第 5条第 １項の規定に関わらず、平成 24 年 3 月 3１ 日まで
とする。
　 （男女共同参画推進プロジェクトチーム設置要項の廃止）
3 　室蘭工業大学男女共同参画推進プロジェクトチーム設置要項（平成 22 年 2 月 2 日学長伺定）は、廃
止する。
　　　附　則（平成 25 年度室工大規則第 8号）
　 （施行期日）
１　この規則は、平成 26 年 １ 月 9 日から施行する。
　 （室員の任期の特例）
2 　この規則施行後、第 4条第 １項第 １号及び第 4号の室員の最初の任期は、第 5条第 １項の規定にか
かわらず、平成 26 年 3 月 3１ 日までとする。
6















　平成 25 年 5 月現在の女性研究者（教員。以下同じ）比率は、4.2％であり、取組終了時の目標は以下の
通りとする。
（1）平成 27 年度末までには、女性研究者を 4 名純増し（平成 25 年度末に 1 名の女性研究者が定年退職
予定のため、新規採用者は 5 名）、女性研究者の在職比率を 6.3％とする。
（2）上記目標を達成するにあたり、平成 27 年度末までに定年退職者分で採用する研究者 21 名分の新規
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1―4 ◦メンバー
総括責任者　学長　佐藤　一彦（平成 25 年度〜26 年度）
　　　　　　　　　空閑　良壽（平成 27 年度）
当該取組における機関全体の実施責任者　男女共同参画推進室長　木幡　行宏
女性研究者支援ユニット　コーディネータ　貞許　礼子（平成 26 年 3 月〜）




































目標達成状況（平成 28 年 3 月 1 日現在）
（1）平成 25 年 5 月から現在までに、女性研究者を 7 名純増し、平成 27 年度末時点の女性研究者比率が
7.7％となった。目標 6.3％を達成できた。
（2）平成 27 年度末までに定年退職者分で採用する研究者 21 名分の新規採用者の内、4 名（自然科学系 3
名、自然科学系以外 1 名）の女性研究者を新規採用した他、公募の結果 1 名が教授に昇任した（比率
23.8％）。目標 23.8％を達成できた。
（3）（2）の 5 名中、自然科学系は 3 名であった。目標（半数を上回ること）を達成できた。
（4）定年退職以外の理由により離職する研究者を補充する場合については、25 名の採用者のうち、5 名
を女性研究者として採用した（比率 20.0％）。目標 23.8％にはあと 1 名であった。
　以下に国立大学協会から公表されているデータを示す。















男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 86 86 186 8 4.1 1 0 3 0 3 0 76 1 62 5 12 0 29 2 0 0















男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 83 86 179 10 5.3 1 0 3 0 3 0 71 3 62 5 9 0 30 2 0 0















男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 79 83 181 15 7.7 1 0 3 0 3 0 72 4 59 7 7 0 36 4 0 0






















1.2 2.0 2.0 2.1 2.6 2.6 2.7 4.1 5.3 7.7
（一般社団法人　国立大学協会　国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 10 回〜12 回追跡調査報告書より抜粋）
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15
活動内容






　また、支援員候補者の人材バンクとしての活用を目指し、平成 27 年 7 月に「室工大支援員人材バン
ク」を開設した。学術研究員・技術補佐員・事務補佐員等として働いてみたいという人の「室工大支援
員人材バンク」への登録をウェブページで呼びかけるとともに、ニュースレター「ダイバーシティ通信」
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23
活動内容
　本学では、短時間勤務等に関しては平成 25 年度から 27 年度の間に制度変更は無かったが、「子の看護
休暇」「介護休暇」に関して平成 26 年 7 月 1 日より、常勤だけではなく非常勤も含めて有給の休暇と
なった。平成 27 年度には、本学で初めて教員（女性）が育児休業を取得した。これまでに教員ではない
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日　時：平成 25 年 8 月 29 日（木）　15：00〜17：00





















日時：2013年 8月 29日(木) 
     15：00～17：00 
場所：教育・研究１号館Ａ棟 
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2―4―3	平成 25 年度男女共同参画トップセミナー
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平成 25 年度男女共同参画トップセミナー










＊ （ ）内に○を記入して下さい 
  
  ・性別 
(  ) 男性     (  ) 女性 
  ・年齢 
(  ) 20 代    (  ) 30 代  (  ) 40 代  (  ) 50 代  (  ) 60 代 
  ・職 
(  ) 常勤  (  ) 非常勤 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
(  ) 教員（副学長、理事補及び領域長等部局長） (  ) 教員（左記以外） 
(  ) 事務職員（管理職）           (  ) 事務職員（左記以外） 
(  ) 技術職員（管理職）           (  ) 技術職員（左記以外） 
(  ) その他 
 
   
Ⅰ．本セミナーについて 
  
 1. セミナーの開催時期について 
(  ) 適切である  (  ) 別の時期がよい (   月頃) 







 2. セミナーの開催時間について 
(  ) 適切である  (  ) 長い 
(  ) 短い 
 
  
 3. セミナーの話題について 
(  ) 関心を持つことができた  (  ) 関心を持てなかった 



















 1. セミナー受講前に、本学における男女共同参画推進の取組について、どのように思っていましたか 
(  ) 努力が不足していると思っていた (  ) 努力は適切であると思っていた 
(  ) 努力は過度だと思っていた  (  ) わからない 









 2. セミナーを受講して、今後の本学における男女共同参画推進の取組について、どのように思いましたか 
(  ) さらなる努力が必要だと思った (  ) これまで通りの努力で良いと思った 
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平成 25 年度男女共同参画トップセミナー
日　時：平成 26 年 11 月 21 日（金）　15：00〜16：00
場　所：室蘭工業大学　本部棟　大会議室
講　師：下野　雅承　氏（日本 IBM取締役副社長執行役員）
　本学教職員むけの男女共同参画推進セミナーは平成 22 年度から年 1回開催されています。本年度は 11 月 21
日（金）15 時から大会議室において、日本 IBMの下野雅承氏を講師として迎えて開催され、53 名の参加があり
ました。佐藤学長の開会あいさつの後、下野氏から IBMにおけるダイバーシティ推進の取り組み、組織にとって







???? ?? ? ?????
???? ?? ?????????
教職員のためのトップセミナー 2014
日 時　平成 26 年11月 21日
      15：00～16：00













??? ??? ???????????????? ?? ???
?? ? ??? ???
15:00 ～ 15:05 開会挨拶（佐藤一彦学長）
15:05 ～ 15:45 講演（下野雅承氏）
15:45 ～ 15:50 日本IBMｿﾘｭｰｼｮﾝｽ よﾞりご挨拶（代表取締役社長 福井素子氏）　
15:50 ～ 15:55 質疑応答
































体的な数字で言いますと、平成 25 年 5 月、この事業
の申請時点では、博士研究員を含めて女性研究者は 8























































































＊ （ ）内に○を記入して下さい 
  ・性別  
(  ) 男性     (  ) 女性 
  ・年齢 
(  ) 20 代   (  )30 代   (  ) 40 代   (  ) 50 代   (  ) 60 代 
  ・職 
(  ) 常勤  (  ) 非常勤 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
(  ) 教員（副学長、理事補及び領域長等部局長）  (  ) 教員（左記以外） 
(  ) 事務職員（管理職）          (  ) 事務職員（左記以外） 
(  ) 技術職員（管理職）          (  ) 技術職員（左記以外） 
(  ) その他 
   
Ⅰ．本セミナーについて 
  
 1. セミナーの開催時期について 
(  ) 適切である  (  ) 別の時期がよい (   月頃) 







 2. セミナーの講演時間について 
(  ) 適切である   (  )長い          (  ) 短い 
 
3. 時間帯について 
    (  ) 今回と同様    (  ) 教授会の前    (  ) 教授会の後     
(  ) その他：                                        
 
 
 4. 今日のセミナーの話題について 
(  ) 関心を持つことができた  (  ) 関心を持てなかった 































































































































































































































































































日　時：平成 27 年 11 月 13 日（金）　14：30〜16：00
場　所：室蘭工業大学　大学会館　多目的ホール
講　師：近藤　宣之　氏（株式会社日本レーザー代表取締役社長）
　2015 年度のトップセミナーは、3 年間の「平成 25 年度　文部科学省　科学技術人材育成費補助事業　女性研
究者研究活動支援事業（一般型）」プロジェクト最終年度にあたることから、女性研究者研究活動支援事業成果
シンポジウムと併催で開催しました。約 50 名の参加がありました。このシンポジウムの様子は 14 日（土）の室
蘭民報朝刊で紹介されました。
50







































































































25 年度に採択させていただきまして、25 年、26 年、










































































































し、 コ ー デ ィ ネ ー





















































　創刊号が平成 26 年 8 月、2 号が 27 年 3 月、3 号が










































































整段階で、女性 1 名は来週、男性 2 名もそのうちとい
う感じで、あと数名からお問い合わせが来ています。
　そのほか、毎週金曜日の定時退勤日や、会議は原則



















6.3％というものでした。27 年の 5 月 1 日の段階で
7.7％ということで、目標は達成できました。ただ








　参考としまして、平成 25 年から 27 年 11 月の女性
採用者数を示します。女性限定公募は 6 名でした。26
年度が 5 件、うち 1 件は結果的に内部の方の昇任でし

























































































































































清末　ということで、2 人は本当に win-win の関係で





























48 年 目 で す が、 年
商は 40 億円、従業
員は 60 名という典
















いますが、今月 30 日（2015 年 11 月 30 日）にキャリ
ア支援を経営の柱としている企業を表彰しようという
ことで、その 2015 年度の全国 9 社の中に選ばれまし
た。ありがたいことに、そうそうたるメンバーです。





















































































送金したレートは 1 ドル 80 円だったのです。我々の
規模では 2,000 万ドルを調達しますが、安倍さんが
2012 年末に総理大臣になり、2013 年に黒田さんが日










なっています。1 年を通して 25 億円です。そうする
と、つい 3 年前に 16 億円ということは 9 億円の差な
のです。中小企業の方もいらっしゃると思いますが、
たった 40 億円位の会社で 9 億円のコスト増だったら
ひっくり返りますね。我々の人件費は全部で 4 億円、
会社はオフィスから何から名古屋も大阪も全部賃借で




















すが、利益は、赤字になるはずの 2013 年が 7,000 万
































60 人で 40 億円位の社長が社長室を持たないで、会社
の大部屋の中にいるわけです。ここは 130 坪位あって











は年が明けると 72 歳ですが、就業規則上 70 歳までは
健康で貢献し続ける限り誰でも働けます。二人が





けた時の 30 名が、今は 60 名で倍になりました。でも













ていけます。200 万円とか 300 万円では食べられませ
んね。でも、うちは定年再雇用でも年収 420 万〜540
万円位を制度化しています。65 歳で年金が平均 200
万円出ます。そうすると、会社は 220 万円から 340 万
円支給すると 65 歳までと同じ年収 420 万〜540 万円

















平均は 770 点で、男性は 700 点で、圧倒的に女性のほ
うが出来ます。TOEIC を 500 点取ると、月 5,000、年
間 6 万円、900 点いったら月に 2 万 5,000 円、年間で












































いて、TOEIC を 600 点超えたので出したのですけれ
ども、相当鍛えられています。
　ちなみに言うと、2 月のサンフランシスコとか 6 月
のミュンヘンにふつう同業者は四、五人出しているの

























































社の業績は間違いなくプラスになります。B to C が
女性の感性というもので企画開発担当にしたのです。
























































































来てもう 20 年います。17 年たった時に子どもが大学
生になったので嘱託になりました。その後、私のこう
























































































































































































性も 1 名いましたし、中国人は 5 人正社員を採ってい













































































































































と 250 人、20 項 目 あ る か ら 5,000 項 目 で す。 そ の
5,000 項目を昔は徹夜で合宿して全部評価して、それ













































































































































































































































































































































































































































































いての情報提供として、平成 26 年 3 月に学長メッセージやスタッフ紹介を掲載したチラシ「室蘭工業大
学の女性研究者支援について」を作成し、時期により改定を加えつつ様々な機会を利用して学内外に配




roran Institute of Technology Guide Book に情報を掲載した。学内誌「蘭岳」には、131 号（平成 26 年
9 月発行）と 132 号（平成 27 年 4 月発行）に男女共同参画推進室の情報を掲載したほか、132 号の特集
では、「新入生の皆さんへ」と題して、学生向け「キャリア形成のためのランチセミナー」開催などの活
動を紹介する記事を掲載した。また、Letters From Muroran IT での情報提供のほか、室蘭工業大学同
窓会誌「モ・ルラン」58 号（平成 27 年 4 月発行）では、［大学は今・母校だより］に「本学の男女共同





成 26 年度 16 回、27 年度は 12 回となった。著作権に関しての使用許可を得る手続き等、各媒体の指示に
従って取り扱った。また、これを受け取った複数の教員から「重要な内容なので、全教職員に学内メー








M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y















ー いち女性研究者の例 ー 
 
講師：上妻 馨梨 特任助教 
   （広島大学大学院理学研究科 
    付属植物遺伝子保管実験施設） 
 
日時：平成 25年 10月 31日（木） 
14：３5〜15：35 










    くらし環境系領域（応用理化学） 
    関 千草（0143－46－5751） 






















































































































































































































































































































































































































































































































































子氏に講演していただきました。会場はA250 室で、学生参加者 34 名（うち 10 名が男子学生）、教職員 11 名の


















































































































































































































































































































































日　時：平成 27 年 4 月 24 日（金）　12：00〜12：45
場　所：室蘭工業大学　A317 室
講　師：福井　素子　氏（日本アイビーエム・ソリューション・サービス株式会社　代表取締役社長）






































































































































































































































































































































　キャリア形成セミナー第 4回「ママと宇宙エンジニアと大学院生」が 6月 29 日（月）A317 室で開催され、学
生・院生・研究員・教員など 39 名が参加しました（今回のお弁当はアスコットのエスカロップ弁当でした）。今





























































































































































































































































































































日　時：平成 27 年 10 月 20 日（火）　12：00〜12：45
場　所：室蘭工業大学　A317 室
講　師：桑原　順子　氏（福岡工業大学　工学部　生命環境科学科　准教授）
　第 5回のランチセミナーは、九州工業大学出身で福岡工業大学准教授の桑原先生を講師に迎え 46 名が参加し
て開催されました（今回のお弁当はアスコットのハンバーグ弁当でした）。今回も北海道大学女性研究者支援室

















































































































































































































































































































大学ロールモデル集：大学院を修了した先輩 11 名からあなたへ贈るメッセージ」を平成 26 年度に編集
し、27 年 4 月 1 日に発行した。4月 6日の室蘭民報朝刊で紹介された。5000 部を発行し、学内での配
布、特に女子学生への送付のほか、全国の大学、高等学校、関連機関等に発送した。「進学で得たものや












M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
2―6 ◦女性研究者の能力を引き出すための取組
　女性教員にメンター制度についての要望を聞き、女性教員がこれまで特に少なかったという本学の特
性も考慮して、外部有識者をメンターとするメンター制度を平成 27 年度に試行的に導入した。着任 3 年
以内の女性教員 3 名に対し、本人からの要望により選ばれた外部有識者をメンターとして委嘱した。メ
ンタリングは女性教員（メンティ）がメンターを訪問する形で行い、メンティには必要な旅費、メン
ターには原則として指導・助言に対する謝金を支給した。メンタリング件数は 2 名が 2 回ずつであっ
た。他 1 名は、メンター委嘱を行ったが謝金は辞退、メンタリングのみが目的のメンティの訪問がな









fidence」に本学女性教員 1 名が参加する旅費を支給した（他 1 名は大学自主経費により支給）。
2―6―2	英語発表支援
　本学の男女共同参画推進に関して女性教員の生の声を大学トップに届ける貴重な機会として、「学長と
女性研究者の懇談会」を平成 26 年 11 月 19 日と平成 27 年 6 月 18 日に開催した。開催時間は、多くの女
性研究者が参加できるように昼休み時間帯を選んで企画した。第 1 回（平成 26 年度開催）では本学から
他大学に転出して間もない教員 1 名にも参加していただいたことで、より率直な意見交換ができた。ま
た、第 2 回（平成 27 年度開催）では女性教員の人数増加に伴い参加人数が増えたほか、教員以外の研究
者（学術研究員等）の参加もあり、より多様な意見を新学長に届けることができた。第 2 回については











































M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
メンタリングに係る謝金・旅費について（メンター用）
1 ．謝金について






















M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
　大学自主経費により、学内設備の拡充を行った。本学ではこれまでベビーキープ、ベビーシート（お


























要がある。平成 28 年 3 月 4 日には「『学内メンター制度』導入に関する説明会」を教授会直後に同会場






M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
　年 1 回の「学長と女性研究者の懇談会」で学内の女性研究者に情報交換の場を提供したほか、平成 28




　北海道大学が中心となって推進している全北海道女性科学者研究活動推進協議会（Full participation of 
























かりやすく紹介することに努めている。創刊号に引き続き、平成 27 年 3 月に第 2 号を発行し、平成 27









M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
2―11 ◦男女共同参画推進に関するアンケート
　プロジェクトの最終にあたり、本学の男女共同参画に関する理解度や要望を調査するため、平成 28 年
1 月下旬から 2月上旬にかけて、ほぼ 5年ぶりとなる「男女共同参画推進に関するアンケート」を無記名











































締切り：平成 28 年 2 月 4 日（木）
提出先：学内便で男女共同参画推進室女性研究者支援ユニット宛に送付、もしくは、平日














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2013.9.18 平成 25 年度第 3 回男女共同参画推進室会議開催
2013.10.31 男女共同参画推進のための学生セミナー開催
2014.1.1〜 女性研究者支援ユニット立上げ、事務補佐員着任





2014.3.16 第 13 回室蘭工業大学テクノカフェ（室蘭工業大学ものづくり基盤センター・北海道新聞室蘭支社主催、紀
伊國屋書店札幌本店 1 階インナーガーデン）で「室蘭工業大学の女性研究者支援について」のチラシ配布
2014.3.17 特定専門職員着任
2014.3.25 平成 25 年度第 4 回男女共同参画推進室会議開催
2014.3.31 男女共同参画推進室としての新たなウェブページを開設










2014.5.1 室蘭市へユニット紹介のチラシ発送（13 施設分 390 枚）
2014.5.2 女性教員（実母の介護中）にライフイベント期の支援員配置（週 6 時間）




2014.6.2 室蘭市「赤ちゃんの駅」登録〔6 月 3 日室蘭民報掲載〕
















2014.7.3〜 「キャリア形成のためのランチセミナー第 2 回」の講師と日程調整等打ち合わせ（メール、電話）
2014.7.4 参考図書購入（ニュースレター作成用インデザイン）
2014.7.5 インフォメーションキャラバン in Sapporo（紀伊国屋書店札幌本店）にてパネル展示
2014.7.6 インフォメーションキャラバン in Sapporo（紀伊国屋書店札幌本店）にてパネル展示
2014.7.7 土木学会よりランチセミナー等での配布資料取り寄せ
2014.7.9 平成 26 年度　まちづくり協議会　第 1 回子育て応援ワークショップ（室蘭市開催）参加
2014.7.11 事務補佐員の雇用手続き開始（雇用申請書の提出）
2014.7.14 大学トップページのお知らせへ「トップセミナー 2014」「ランチセミナー第 2 回」の案内掲載
2014.7.15 ニュースレター「ダイバーシティ通信」題字依頼（室蘭市在住書家　駒澤静秀氏）
2014.7.16 こども未来財団へ「ベビーシッター割引券」の申込
2014.7.22 広報誌「蘭岳 131 号」への新規掲載原稿作成







2014.8.4 「キャリア形成のためのランチセミナー第 2 回」チラシ作成・配布
2014.8.5 大学生協へ事務補佐員の求人掲示
2014.8.6〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（54 部）




























2014.10.15 「キャリア形成のためのランチセミナー第 2 回」三角ポップ設置（学生食堂、教育・研究 1 号館 1F〜3F ピ
ロティー）、ポスター設置（図書館、生協）







2014.10.30 「キャリア形成のためのランチセミナー第 2 回」開催（タイトル「仕事に活かされている大学院時代の経験」
講師：株式会社　日建設計ファシリティソリューション部　佐藤　京子氏）〔10 月 31 日室蘭民報掲載〕










M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
年月日 活動内容
2014.11.19 学長と女性研究者の懇談会開催（学外からの協力者：国立大学法人　鳴門教育大学准教授　Elizabeth Yo-
shikawa 氏）〔11 月 20 日室蘭民報掲載〕
2014.11.20 妊娠中の教員への駐車証発行依頼（財務グループ）
2014.11.21 教職員のためのトップセミナー 2014 開催（タイトル「グローバル経営とダイバーシティ推進」講師：日本
IBM 取締役副社長執行役員　下野　雅承氏）〔11 月 22 日室蘭民報掲載〕
2014.11.26 「2014 年女性研究者支援事業シンポジウム」（東京）参加（貞許・乙川）
2014.11.28〜 Full-HoWS 連携機関連絡協議会の日程・協議事項を北海道大学と打ち合せ（メール）

















2015.1.5 室蘭市 2014 年度まちづくり協議会主催の、室蘭市独自の「イクメン」「子育てライフ」の特集ページ用の資
料作成
2015.1.6 男女共同参画に関する参考記事を全教職員へイントラネット配信





2015.1.20 平成 26 年度課題管理報告書提出（職員ユニット）
2015.1.22 北海道大学 Full-HoWS と連携の英語ワークショップ受講者受付案内を全教員へ送信
2015.1.26 Y 棟女子トイレ増設とテクノアゴラ女子トイレ改修について要望を上げる
2015.1.26 平成 26 年度第 2 回男女共同参画推進室会議開催
2015.1.26 ロールモデル集校正（紙）届く




2015.1.28 平成 27 年度男女共同参画推進室予算案提出（職員ユニット）
2015.1.28 ロールモデル集校正（紙）届く

















2015.2.23 「蘭岳 132 号」掲載原稿提出、校正
2015.2.25 大学トップページのお知らせへ「ホームページリニューアル」の案内掲載
2015.2.26 男女共同参画に関する参考記事を全教職員へイントラネット配信
2015.3.2 女性教員よりメンター指名 1 件受付
2015.3.3〜 ニュースレター「ダイバーシティー通信第 2 号」作成・編集
2015.3.5 女性教員よりメンター指名 1 件受付
2015.3.12 「蘭岳 132 号」掲載原稿提出、校正
2015.3.12〜 平成 27 年度 4 月開催キャリア形成のための「ランチセミナー第 3 回」講師と打ち合わせ（メール・電話）
2015.3.13 「蘭岳 132 号」掲載原稿提出、校正
2015.3.18 北海道大学 Full-HoWS 英語ワークショップに本学教員が参加
2015.3.19 「退職教職員送別会」の託児実施
2015.3.19〜 新聞から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（76 部）
2015.3.20 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」のチラシ作成
2015.3.23 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」のチラシ配布
2015.3.24 「学長の退任に伴う御礼の会」の託児実施
2015.3.24 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」のチラシをウェブページへ掲載
132





2015.4.3〜 ロールモデル集・ニュースレター「ダイバーシティ通信第 2 号」を関係各位へ発送（5,920 件）
2015.4.6 新入学生へニュースレター「ダイバーシティ通信」とデート DV についてのチラシ配布（1,100 枚）
2015.4.8 第三次中期目標・中期計画策定に係る学内説明会に参加し、男女共同参画に関する状況を把握
2015.4.9 全教員に対し、大学院案内リーフレットに関連して「大学院修了のロールモデル集のご案内」送信
2015.4.9 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」三角柱ポップ設置（教育・研究 1 号館 1F〜3F ピロ
ティー、N 棟ピロティー）、ポスター設置（図書館・女子寮）
2015.4.9〜 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」の講師と日程調整等打ち合わせ（メール、電話）
2015.4.14 メンター制と第三次中期目標・中期計画について、担当理事・室長・コーディネーター・事務担当者の四者
で打ち合わせ
2015.4.15 大学トップページのお知らせへ「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」の案内掲載
2015.4.15 全教員に対し、「4 月 24 日（金）学生向けキャリア形成のためのランチセミナー第 3 回のご案内」送信
2015.4.20 大学概要掲載原稿チェック
2015.4.21 全教員および研究員に「Kakenhi Q&A English version」送信
2015.4.24 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」開催（タイトル「プロフェッショナルとして自分らしく生
きる」講師：日本アイビーエム・ソリューション・サービス株式会社　代表取締役社長　福井　素子氏）〔6
月 28 日室蘭民報掲載〕
2015.4.30 平成 27 年度第 1 回男女共同参画推進室会議開催





2015.5.14 国際交流センターより、交換留学生（妊娠初期）の対応について相談、本人への対応 18 日、21 日、25 日、
6 月 1 日、関係者対応 5 月 28 日等
2015.5.19 「教職員のためのトップセミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」文部科学省科学技
術・学術政策局人材政策課長片岡氏へ出席依頼














2015.6.18 学長と女性研究者の懇談会開催〔6 月 19 日室蘭民報掲載〕
2015.6.18 大学トップページのお知らせへ「キャリア形成のためのランチセミナー第 4 回」の案内掲載
2015.6.19 ウェブページの更新
2015.6.22〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（75 部）
2015.6.22 「キャリア形成のためのランチセミナー第 4 回」三角柱ポップ設置（学生食堂、教育・研究 1 号館 1F〜3F
ピロティー、N 棟ピロティー）、ポスター設置（図書館）
2015.6.22 全教員に「6 月 29 日ランチセミナー（学生・院生対象）のご案内」
2015.6.22 広報室会議への意見・提案（メール会議送信）
2015.6.24 ウェブページの更新
2015.6.25 男女共同参画関連の学内配布記事とユニット掲載新聞記事を文科省柿田氏、JST 林氏、JST 山村氏、JST 園
田氏へ送付
2015.6.27 インフォメーションキャラバンのパネルと資料提供
2015.6.29 「キャリア形成のためのランチセミナー第 4 回」開催（タイトル「ママと宇宙エンジニアと大学院生」講
師：国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）有人宇宙技術部門有人宇宙技術センター　主任開発
員　永松　愛子氏）〔6 月 30 日室蘭民報掲載〕






2015.7.8〜 ニュースレター「ダイバーシティ通信第 3 号」作成
2015.7.9 ウェブページの更新
2015.7.9 全教職員へ「公的広報におけるジェンダー表現とメディアリテラシー」、「教職員のためのトップセミナー
2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」の開催案内、「会議は 9 時から 17 時の間での開催を
原則とすること」、「毎週金曜日は定時一斉退勤日」の周知について配信
2015.7.14〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（79 部）
2015.7.14 平成 26 年度の女性研究者支援ユニット居室の利用状況等を職員ユニットへ報告














2015.7.29 平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に係る平成
26 年度分予算の額の確定調査の資料修正
2015.7.30 Y 棟女子トイレ増設までの対応として 1 階多目的トイレ使用を促す案内を掲示
2015.7.31 ウェブページの更新
2015.8.3〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（79 部）


















2015.9.2 平成 26 年度実績報告書の修正内容を職員ユニットへ提出
2015.9.4 「ダイバーシティ通信第 3 号」「ロールモデル集」「トップセミナー 2015」のチラシ・ポスターを発送 1848
箇所（大学、高校、関係機関）
2015.9.10 「ダイバーシティ通信第 3 号」を発送 3447 箇所（高校）
2015.9.11 授乳室整備のための打ち合わせ（総合事務機）と改修工事（鍵設置）
2015.9.14〜 国際交流センターと交換留学生（妊娠中）に関する対応

















2015.10.2〜 「キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回」の講師と日程調整等打ち合わせ（メール、電話）
2015.10.5 ベビーシート・ベビーキープ設置の学内調整
2015.10.5 メンター制導入の事務調整












2015.10.20 「キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回」開催（タイトル「工業大学出身ならではの経験と仕事と








































2015.12.21 ニュースレター「ダイバーシティ通信第 4 号」（3 月発行予定）の原稿依頼
2016.1.8 ウェブページの更新
2016.1.5〜 「平成 27 年度男女共同参画推進に関するアンケート」作成
2016.1.6〜 プロジェクト報告書作成
2016.1.6〜 平成 28 年度支援員配置の継続の必要性について調査・確認
2016.1.7〜 ニュースレター「ダイバーシティ通信第 4 号」の原稿作成
2016.1.12〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（80 部）
2016.1.14 教員よりサポート内容についての問い合わせ
2016.1.18 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」講師依頼
2016.1.18 「トップセミナー 2016」学内日程調整等
2016.1.18 全教職員にイントラネットで男女共同参画推進に関するアンケート協力のお願い送信
2016.1.19 「キャリア形成のためのランチセミナー第 6 回」講師との打ち合わせ
2016.1.19 「キャリア形成のためのランチセミナー第 6 回」学内日程調整等
2016.1.20 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」講師依頼




2016.1.20 本学 WEB ページ「センター等」から男女共同参画推進室へのリンク掲載依頼
2016.1.20 全教職員へ「平成 27 年度男女共同参画推進に関するアンケート」配布
2016.1.21 室長と事業計画について打ち合わせ
2016.1.22 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」講師依頼
2016.1.22 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」学内日程調整等
2016.1.22〜 平成 28 年度予算案作成
2016.1.26 平成 28 年度メンターセミナー講師との打ち合わせ
2016.1.27 平成 28 年度メンターセミナー講師との打ち合わせ
2016.1.27 「キャリア形成のためのランチセミナー第 6 回」講師との打ち合わせ
2016.1.28 「キャリア形成のためのランチセミナー第 6 回」講師との打ち合わせ












2016.2.12 「平成 27 年度男女共同参画推進に関するアンケート」集計









2016.3.22 ニュースレター「ダイバーシティ通信第 4 号」発行、ウェブページの更新
2016.3.30 平成 27 年度第 3 回男女共同参画推進室会議開催
2016.3.31 「平成 25 年度 ― 27 年度活動報告書」発行
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講演(日本レーザー 社長 近藤宣之氏) 　　　　　来賓挨拶
（文科省 人材政策課長 柿田氏）
　講演：「多様性を受け止められるキャパシティ」　
　講師：株式会社日本レーザー 代表取締役社長　近藤 宣之 氏










































































　　　　　　　　　　　　　　   ひと文化系領域長 教授　松本 ますみ


































　　　　　　　　　　　　　　 くらし環境系領域 准教授　内海 佐和子
もの創造系領域 助教　瀧田 敦子
メンタリング制度試行を利用して






















6 月 1 日(水）12:00‒12:45　A317室
　　　　　　　　　　　　　（学生・院生対象）
講師：須賀 朋子 氏
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3―3 ◦チラシ・ポスター等






































































室蘭工業大学四季報 Autumn2012 No.46 より
チラシ裏面（2014 年 4 月発行）
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ポスター（2014 年 7 月発行）
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資　　料
　室蘭工業大学は平成 22 年 10 月に男女共同参画推進室を設置しました。25 年 9 月には、「平成 25













































　（五十音順）　  岸本　嘉彦  〔くらし環境系領域・助教〕





　　　　　　    成田　幸仁〔もの創造系領域・准教授〕
　　　　　　　 古屋　温美〔くらし環境系領域・准教授〕
　　　　　　　 乙川　裕美〔女性研究者支援ユニット特定専門職員〕










ポスター（2015 年 6 月発行）
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蘭岳　No.132（2015 年 4 月発行）
158
M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y






















































































































Letters From Muroran IT No.50（2014 年 10 月発行）
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The Office for Promotion of Gender Equality was established in 2010 and the Unit for Female 
Researchers (UFR) was set up in March 2013. Due to the drastic changes experienced by Japanese 
society, such as decreasing birthrate, aging population, and globalization, the Muroran Institute of 
Technology considers it necessary to promote gender equality in order to accomplish the Institute's 
mission. 
■Operations
(1) Support for staff and students in life events
　①　Staffing of research assistants 
　②　Subsidies to meet the cost of baby-sitting, elderly care, and taxi fares
　③　Permission for the use of parking lots
　④　Consultations by UFR staff in A331 room
(2) Improvements for a gender-equal environment 
　①　Establishment of baby changing stations on campus
　②　Creation of partnerships within the community 
　③　Provision of information (recommended books available in A331 room)
　④　Organization of seminars
　⑤　Dissemination of information (Newsletter, Website, etc.)
Office for Promotion of Gender Equality
32
Muroran Institute of Technology Guide Book 2015（2015 年発行）
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3―5 ◦新聞記事




2014 年 6 月 5 日（木）
北海道新聞（朝刊）27 面（室蘭）
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2014 年 10 月 31 日（金）
室蘭民報（朝刊）15 面
2014 年 10 月 31 日（金）
室蘭民報（朝刊）1面
168
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2014 年 11 月 20 日（木）
室蘭民報（夕刊）1面




2015 年 3 月 16 日（月）
室蘭民報（朝刊）15 面
2014 年 12 月 6 日（土）
室蘭民報（朝刊）9面
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2015 年 4 月 28 日（火）
室蘭民報（朝刊）15 面
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2015 年 6 月 30 日（火）
室蘭民報（朝刊）15 面
2015 年 8 月 11 日（火）
室蘭民報（朝刊）13 面
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2015 年 11 月 14 日（土）
室蘭民報（朝刊）15 面
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著書名 著　者 出版社 年
シアーズ博士夫妻のマタニティブック ウィリアム・シアーズほか 主婦の友社 2003
シアーズ博士夫妻のベビーブック ウィリアム・シアーズほか 主婦の友社 2000
The Baby Book William Sears ほか Thorsons 2005
続　子どもへのまなざし 佐々木 正美 福音館書店 2001
子育てハッピーアドバイス　
〜大好き！が伝わるほめ方＊叱り方〜
明橋 大二 1 万年堂出版 2010
子育てハッピーアドバイス　
〜知っててよかった小児科の巻〜
吉崎 達郎／明橋 大二 1 万年堂出版 2009
忙しいパパのための子育てハッピーアドバイス 明橋 大二 1 万年堂出版 2007
力を抜いて生きる 有馬 頼底 講談社 2009




平静の心　〜オスラー博士講演集〜 日野原 重明ほか 医学書院 2003
可愛いベイビー 五十嵐 貴久 実業之日本社 2014
The Bedford Handbook Ninth Edition Diana Hacker ほか Bedford／St. Martin's 2014
エリートの仕事は「小手先の技術」でできている。 山口 真由 KADOKAWA 2014









夫婦のルール 三浦 朱門／曽野 綾子 講談社 2014
野垂れ死にの覚悟 曽野 綾子／近藤 誠 ベストセラーズ 2014




















実践で役立つ！英語プレゼンテクニック 上出 鴻子／上出 洋介 丸善出版 2013
英語アカデミック・ライティングの基礎 一橋大学英語科［編著］ 研究社 2015
178
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著書名 著　者 出版社 年
女は後半からがおもしろい 坂東 眞理子／上野 千鶴子 集英社 2014
男は邪魔！「性差」をめぐる探求 髙橋 秀実 光文社新書 2013
赤ちゃんにきびしい国で、赤ちゃんが増えるはずがない。 境 治 三輪舎 2014
ビジネスマンの君に伝えたい 40 のこと 近藤 宣之 あさ出版 2012
崖っぷちで差がつく上司のイクボス式チーム戦略 日経 DUAL 編 日経 BP 2015
マンガでわかる！
共働きファミリーの仕事と子育て両立バイブル
日経 DUAL 編 日経 BP 2014
理系クン　夫婦できるかな？ 高世 えり子 文藝春秋 2012
理系クン　イクメンできるかな？ 高世 えり子 文藝春秋 2015
家族という病 下重 暁子 幻冬舎新書 2015
紋切型社会　〜言葉で固まる現代を解きほぐす〜 武田 砂鉄 朝日出版社 2015
保育園義務教育化 古市 憲寿 小学館 2015
消える大学　残る大学　〜全入時代の生き残り戦略〜 諸星 裕 集英社 2008




ひとり親家庭 赤石 千衣子 岩波新書 2014
自閉症スペクトラム障害　〜療育と対応を考える〜 平岩 幹男 岩波新書 2012
砂糖の世界史 川北 稔 岩波ジュニア新書 1996
鶴見俊輔コレクション③　旅と移動 鶴見 俊輔 河出文庫 2013
鶴見俊輔コレクション④　ことばと創造 鶴見 俊輔 河出文庫 2013









LEAN IN　〜女性、仕事、リーダーへの意欲〜 シェリル・サンドバーグ 日本経済新聞出版社 2013
子ども虐待という第四の発達障害 杉山 登志郎 学研教育出版 2007




アスペルガー症候群　就労支援編 佐々木 正美ほか 講談社 2009
アスペルガーの男性が女性について知っておきたいこと マクシーン・アストン 東京書籍 2013

















ペコロスの母に会いにいく 岡野 雄一 西日本新聞社 2012




よくわかる InDesign の教科書　【CS6 対応版】 瀧野 福子 マイナビ 2013










家事労働ハラスメント　〜生きづらさの根にあるもの〜 竹信 三恵子 岩波書店 2013
専業主婦になりたい女たち 白河 桃子 ポプラ社 2014





















ワークライフバランス　〜実証と策提言〜 山口 一男 日本経済新聞出版社 2009
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非婚ですが、それが何か？　〜結婚リスク時代を生きる〜 上野 千鶴子／水無田 気流 ビジネス社 2015
プリンセス願望には危険がいっぱい ペギー・オレンスタイン 東洋経済新聞社 2012
おひとりさまの最期 上野 千鶴子 朝日新聞出版 2015
女性活躍　最強の戦略 小室 淑恵 日経 BP 社 2015
女性を活用する国、しない国 竹信 三恵子 岩波書店 2010








ダンナのための妊娠出産読本 荻田 和秀 講談社 2015
メンタリング入門 渡辺 三枝子／平田 史昭 日本経済新聞出版社 2006
親なるもの断崖　第 1 部 曽根 富美子 宙出版 2015
親なるもの断崖　第 2 部 曽根 富美子 宙出版 2015
マタハラ問題 小酒部 さやか 筑摩書房 2016
もっと知りたい！話したい！セクシュアルマイノリティ 日高 庸晴 汐文社 2015
働く女子の運命 濱口 桂一郎 文春新書 2015
たまごクラブ　5 月号 Benesse Coporation 2014





週刊　東洋経済新聞　5/27（本当に強い大学 2015） 東洋経済新聞社 2015







































PRESIDENT WOMAN プレジデント社 2014




The Japan Times for Women vol.5 ジャパンタイムズ 2014
The Japan Times for Women vol.7 ジャパンタイムズ 2015
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国立大学法人 室蘭工業大学
文部科学省 科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般型）
平成 25 年度‒27 年度 活動報告書




　　　　〒 050-8585 北海道室蘭市水元町 27-1 教育・研究 1 号館 A331 室 
　　　　 Phone：0143-46-5194　Fax：0143-46-5195 
　　　　 E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
　　　　 Web：http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/
印刷所　株式会社 アイワード

